
【本郷教室 教室長ブログ】   5 月 16 日（土） 

 

教室長の大内です。 

5 月 18 日（月）より通常授業を 

再開することが決定しました。 

再開に至った経緯は様々あるのですが、 

とにかく最大限、感染予防を徹底して 

授業を行っていきます。 

 

まず、マスクの着用を徹底していただくよう 

ご協力をお願いいたします。 

 

本郷教室の収容人数は、 

一番大きい教室で最大 26 名、 

小さい教室で最大 15 名が座っていましたが、 

そこに新たな人数制限を設けました。 

一番大きい教室は最大で 12 名、 

小さい教室は最大で 6 名としました。 

クラスの振り分けや曜日の調整などを行い、 

一番大きい教室は 9～10 名、 

小さい教室は 4～5 名で授業を組めました。 

また、できるだけ一番大きい教室を使います。 

 

各学年の授業が入れ替わる際は 

40 分のインターバルを設けました。 

例えばあるクラスが 15：00 に授業が終わり、 

次のクラスが 15：10 に塾に来るのでは、 

入れ替わる際に子供達が密集してしまいます。 

そこに 40 分のインターバルを設ければ、 

密集することはなくなります。 

また、その 40 分間で教室の机といすを 

次亜塩素酸で消毒します。 

一日に何回消毒するか分かりませんが、 

頑張ります。 



これまで同様、子供達には 

入室前に石けんで手を洗ってもらいます。 

手を洗ったあとは更に手指を消毒します。 

 

休み時間も着席したまま過ごしてもらいます。 

久しぶりに再会した友達と会えて 

嬉しいと思うのですが、 

密接しないよう、 

ここはグッとこらえてほしいと思います。 

ある生徒から、 

「トイレに行くのもダメですか？」と 

質問されました。 

さすがにそれはないですよ（笑）。 

そこは席をたってトイレに行って下さい。 

着席したままトイレは絶対にダメ！！（笑） 

 

もちろん、換気も徹底します。 

送風機も利用して、効果を促進させます。 

 

「密」を避けるため、 

エレベーターの使用も避けて下さい。 

階段を使いましょう。 

 

ご家庭でも通塾前には検温を行い、 

発熱および風邪の諸症状がある場合は 

通塾を控えて下さい。 

これは私達職員も徹底しています。 

 

…などなど、万全の注意をしていきます。 

ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 



すでに来週からの授業の準備はできております。 

これまでのような形ではなく、 

最大限の注意を払いながらの授業ですから、 

緊張もしておりますが、 

久しぶりの授業です。 

「ああ！やっぱり先生の授業は良いな！」 

「やる気が出た！勉強頑張ろう！」 

と思ってもらえるような授業をしたいと 

燃えています！ 

同時に、どんなトークをして笑いを生み出すか、 

そちらも燃えています（笑） 

やはりインパクトやメリハリのある授業は 

学んだことが定着しやすいと思います。 

そのための笑いです。（笑） 

ほんの一瞬ですが。 

 

私は本郷教室の教室長ですが、 

この会社のトップではありませんから、 

すべて、100％、 

私の思うように運営することは叶いません。 

今、私ができることを精一杯やっていく。 

ここだけは絶対に守っていきたいと思います。 

 

緊急事態宣言が解除された地域もありますが、 

ここで油断をしてしまったら、 

またすぐに二度目の緊急事態宣言が出され、 

厳しい自粛生活が戻ってきてしまいます。 

以前と全く同じ生活は 

当分の間、戻ってこないと思います。 

戻ってこないことを嘆くのではなく、 

「これはこれで良いよね？」と思えるような 

工夫をして生活していきたいですね。 

 

 



実はゴールデンウィークの間、 

現在、大学 3～4 年生の卒業生たちと 

Zoom 飲み会をしてみました。 

中には東北大学に通っていて、 

全く会う機会がなかった教え子と 

数年ぶりの再開をすることができました。 

こういう機会がなければ 

まず顔を見ることはできなかったと思います。 

本当に嬉しかったです。 

彼らも、もうすぐ新社会人の年齢ですから、 

発言内容も中学生当初と比べると 

本当に大人です。 

そうじゃないと困りますが（笑） 

 

そして、その教え子たちと話をしてみて 

思ったこと。 

 

「ああ、ウチの塾の生徒は 

 本当にみんな良い子ばかりだなぁ。」 

 

これは在塾生の皆さんも同じです。 

こんなに良い子たちの未来が 

一日も早く、良いものになるよう 

心から願っています。 

 

 

ちなみに、その卒業生たちも 

このブログを見てくれているようです。 

彼らのおもしろエピソードを 

いつかここで披露するかもしれません。 

そんな未来にもご期待ください（笑）。 

 

大内 


